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［目的］子宮頸管 の C ．trachomatis （CT ｝が陽性で明

らか に PID 症状 を示 した場合 で も ， 現在使用 され

て い る検査法 で は腹腔内癒着組織および腹水細胞

か ら CT が検出 され るとは 限 らな い
。 そ こ で 今回 ，

2重 に Polymerase　Chain　Reaction〔PCR ）を 施行

す る nested 　PCR に よ り直接 CT の DNA を検出し，

PID の 実態 を よ り明 か に す る こ と を 試 み た 。

［方 法］CT の 菌体外膜蛋 白 コ
ー

ド遺伝子領域内 の

1050bpを ユst．　PCR の 標的 DNA と して 30cycle施行

後 ， そ の 内側 に 位置す る 且008bp を 2nd．　PCR の 標

的 DNA と して 30cycle反 応 させ た。　 PCR の サ
ー

モ

サ イ ク ル と して は ， ともに 1サ イ ク ル を melting

step ：92℃ ユ分 ， annealing 　step ：50℃ 1分 ・

extension 　step ：72℃ 1分とした 。 検出方法 は ， エ

チ ジ ウ ム ブ ロ マ イ ドを用 い た ゲル 電気泳 動法を 施

行後 ， 紫 外 線 照 射 に よ る 発色反応法 に よ り行 っ た。

対象 は ， 下腹痛を 主訴 と し腹腔鏡下 に 膜 状癒着ま

た は腹水 を認 め た 10例 （A 群）お よ び不 妊を主訴 と

した1G例｛B 群）で あ る 。 なお ，　 A 群 B 群 と もに 従

来法 で は CT は検 出 され て い な い
。

［成績］A 群 10症例 に お い て は ， 腹腔内癒着組織 か

ら 4 例 ， 腹水細胞か ら 2例 に DNA が 検 出 さ れ た 。

B 群 10症例 に お い て は ， 腹水細胞か ら 2 例 ， 腹腔

癒着組織 か ら 2 例 に DNA が 検出 され た 。 なお ，

nested
　PCR 法で 陽性を示 した症例 で の 血清抗体価

（イパ ザ イ ム ｝は全 て IgG ： × 128，
　 IgA ： × 16陽性

で あ っ た 。

［結 論］nested 　PCR 法 を用 い て 腹腔 内癒着組織 ，

腹 水細胞 か ら 直接 CT ・DNA を検出す る こ と に よ り ，

現 状よ りさ らに一歩踏み 込 ん だ PID の 原因究明 が

可能とな り ， 婦人 に お ける CT 感 染 の よ り 的確 な

治療 が 行 え る よ うに な っ た 意義は大 きい
。

〔目的〕女性性器 ク ラ ミ ジ ア （G ，加 紬 oma もis ）感染

症で は その 子 宮 内膜 感染 の 実態が必 ず しも明 らか

で は な い
。 今 回我々 は 子宮頸管炎患者の な か で 酵

素抗体 （EIA ）法 に よ りC ．　 trach   tis 頸管炎 と

診断 さ れ た症例 に お い て 頸管、内膜両者か ら、

EIA 法 よ り特異 性 が高 い と考 え られ る分離培

養法を用 い て G ．trachomatis の 検出を試み た
。

〔方法〕 非妊婦の 子 宮頸管炎例 の うち で EIA 法

（IDEIA ）陽 性 と診断さ れ た 60例 を検索対象症

例 と し た 。培養検体は EIA 法 に よ る検査後 7 日

以 内に 頸部か らは 綿棒で 、 内膜か らは エ ン ドサ イ

トで 採 取 し、直 ちに SPG 培地 に 入 れ培養ま で

一80℃ 以下に 保存 した 。 培 養法 は あ らか じ め 径 15

  の カ バ ー
グ ラ ス 上 ｝ζ培養 した HeLa 　229細胞 を

用 い
、 遠 心吸 着法 に よ り行 な っ た

。 細胞質内封入

体 の 確認 は マ イ ク ロ ト ラ ッ ク法 で行 な い 、明 らか

な封入体が 1 個以上 認め ら れ た 検体を 陽性と した
。

な お そ れ ぞ れ の検体に つ い て カ バ ーグ ラ ス 上 の 封

入体数 を算定 した 。

〔成績〕 60例 中54例 （90％ ）が 培養法陽性 で あ っ

た 。 そ の うち頸管 、 内膜両者 が陽性で あ っ た 症例

は 30例 s 頸管 の み 陽性 の 症例 は 17例 、内膜 の み 陽

性で あ っ た症例 は 7 例 で あ っ た。頸管 、 内膜両者

陽性 30例 の うち内膜検体 の 封入体数 が頸
・管 と同数

以 上 あ っ た もの は 16例 で あ っ た 。

〔結論〕 子 宮内膜 か ら C ．trach 〔matis を上行性に

検 出す る場合 、頸管か らの コ ン タ ミ ネ
ーシ ョ ン が

問題 とな る。し か し本研究 で 少 な くと も40％ （54

例中 23例 ）以上の C ．traCh ・matis 頸管炎症例で は

内膜 に も同病 原体 が 感 染 し て い る こ と を 培 養法 に

よ っ て 明 らか に し た 。
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